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流域下水道事業に係る経営比較分析表について 

 

１ 要旨・目的 

  全国の事業体の流域下水道事業の経営状況等について，総務省が調査を行い，結果を

「経営指標」としてとりまとめたので，その分析を行うとともに，「経営比較分析表」と

して県ホームページにて公表する。 

 

２ 現状・背景 

 公営企業の経営及び施設の状況を表す経営指標を分析し，毎年，県ホームページ等で

公開している。 

 この経営指標を活用し，経年比較や他の公営企業との比較，複数の指標を組み合わせ

た分析を行うことにより，経営の現状及び課題を的確かつ簡明に把握することが可能と

なる。 

 この経営指標を分析し，令和２年度決算を踏まえた「経営比較分析表」として取りま

とめ，今後の見通しや課題等への対応に活用する。 

【経営指標】 

１ 経営の健全性・効率性 

①経常収支比率 ②累積欠損金比率 ③流動比率 ④企業債残高対事業規模比率 

⑤経費回収率 ⑥汚水処理原価 ⑦施設利用率  ⑧水洗化率 

２ 老朽化の状況 

①有形固定資産減価償却率 ②管渠老朽化率 ③管渠改善率 

 

３ 概要 

(1) 調査対象 

区 分 全国の事業体数 類似団体数 

流域下水道事業 46 団体 42 団体※ 

  ※供用開始後 30 年以上経過した流域下水道事業体 

 

 (2) 調査機関 

   総務省 

 

 (3) 調査結果 

   別紙のとおり 

  

資料番号  17 令和４年２月 14 日 
課 名 企業局流域下水道課 
担当者 課長 坪浦 
内 線 4350 



2 

 

 (4) 分析結果 

   経営の健全性・効率性については，類似団体と比較して企業債残高対事業規模

比率が高いことから，企業債残高の縮減に向けて，計画的な点検・調査及び長寿

命化を含めた施設の改築・更新を行っていく。 

   また，現時点では施設の老朽化は進んでいないが，今後人口減少等により処理

量の減少や施設の老朽化による更新費用の増加が見込まれていることから，持続

可能な事業運営を確保するため，「広島県下水道事業広域化・共同化計画」に基

づく具体的な取組について，検討を進めていく。 

 

 (5) 今後の対応 

   令和４年２月下旬の総務省ホームページへの掲載日と同日に，県ホームページに掲

載する。 

 

４ その他（県ホームページＵＲＬ） 

  https://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/kigyo/keieihikakubunsekihyou2020.html 
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（参考）経営指標の算出式 

１ 経営の健全性・効率性 

項目 指標の見方 算出式 

①経常収支比率(％) 
単年度の収支状況 

100％以上は黒字 

経常収益

経常費用
× 100 

②累積欠損金比率(％) 
累積欠損金の発生状況 

０％は累積欠損金なし 

当年度未処理欠損金

営業収益  受託工事収益
× 100 

③流動比率(％) 

短期的債務（１年以内）

に対する支払能力 

100％以上は支払能力あ

り 

流動資産

流動負債
× １００ 

④企業債残高対 

事業規模比率(％) 

企業債残高の規模 

（数値基準なし） 

企業債現在高合計  一般会計負担額

営業収益  受託工事収益  雨水処理負担金
× 100 

⑤経費回収率(％) 

下水道使用料による汚

水処理費用の回収状況 

100％を下回ると，下水

道使用料収入が不足 

下水道使用料

汚水処理費（公費負担分を除く）
× 100 

⑥汚水処理原価(円) 

有収水量１ あたりの 

汚水処理費用 

（数値基準なし） 

汚水処理費（公費負担分を除く）

年間有収水量
 

⑦施設利用率(％) 
施設の利用状況 

（数値基準なし） 

晴天時一日平均処理水量

晴天時現在処理能力
× 100 

⑧水洗化率(％) 

水洗便所設置による汚

水処理状況 

水質保全や使用料収入

の増加の観点から100％

が望ましい 

現在水洗便所設置済人口

現在処理区域内人口
× 100 

 

２ 老朽化の状況 

項目  算出式 

①有形固定資産 

減価償却率(％) 

有形固定資産(償却対

象)の減価償却状況 

（数値基準なし） 

有形固定資産減価償却累計額

有形固定資産のうち償却対象資産の帳簿原価
× 100 

②管渠老朽化率(％) 

法定耐用年数を越えた

管渠延長の割合 

（数値基準なし） 

法定耐用年数を経過した管渠延長

下水道布設延長
× 100 

③管渠改善率(％) 

当該年度に更新等した

管渠延長の割合 

（数値基準なし）             

改善 更新・改良・修繕 管渠延長

下水道布設延長
× 100 

 



　　　　　　　　

【別紙】

　　　　　※　　総務省は，各団体で流域下水道事業の供用開始後年数が異なる（15年未満～30年以上）ことから，各表の平均値を類似団体の平均値としています。本県は供用開始後年数が30年以上の類似団体に分類されます。（表中の右上カッコ内はＲ２全国平均値）

グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

令和2年度全国平均

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。

経営比較分析表（令和2年度決算）
広島県

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km2) 人口密度(人/km2)

8,479.65 331.67 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km2)

法適用 下水道事業 流域下水道 E1 自治体職員 2,812,477

処理区域内人口密度(人/km2) －

- 86.95 33.11 100.00 0 695,024 129.66 5,360.36

【①有形固定資産減価償却率】
　有形固定資産減価償却率は，令和元年度から地方公営企
業法を適用したことにより，減価償却累計額が２年分しか
計上されていないことから，低い比率となっている。
【②管渠老朽化率】
　法定耐用年数を経過した管渠がないことから，管渠老朽
化率は０％となっている。
【③管渠改善率】
　令和２年度に完了した管渠更生工事がないため，管渠改
善率は０％となっている。

2. 老朽化の状況

全体総括

　経営状況については，企業債残高対事業規模比率が平均
値より高いことから，企業債残高の縮減に向けて，計画的
な点検・調査及び長寿命化を含めた施設の改築・更新を
行っていく。
　また，現時点では施設の老朽化は進んでいないが，今
後，人口減少等による処理量の減少や施設の老朽化による
更新費用の増加が見込まれている。
　このため，経営の現状及び課題を把握し，計画的に事業
を実施していくとともに，持続可能な事業運営を確保する
ため，「広島県下水道事業広域化・共同化計画」に基づく
具体的な取組について，検討を進めていく。

【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　本県流域下水道事業は令和元年度から地方公営企業法を
適用している。
【①経常収支比率，②累積欠損金比率】
　経常収支比率は100％を上回っており，累積欠損金もな
いことから経営は安定している。
【③流動比率】
　主な債務である企業債の償還財源を，償還年度に一般会
計繰入金等の収入で確保することとしているため，流動比
率は100％を下回り，類似団体平均値（以下「平均値」と
いう。）と比較して低い水準となっているが，短期的な支
払能力は確保している。
【④企業債残高対事業規模比率】
　企業債残高対事業規模比率は，供用開始がＳ59～Ｈ８で
あり，初期投資の償還が終わっていない施設があることか
ら，平均値と比較して高い比率となっているが，償還が進
んでいることから減少している。
【⑤経費回収率】
　流域下水道事業は関係市町からの負担金等により運営し
ており，下水道使用料収入がないことから，経費回収率は
０％となっている。
【⑥汚水処理原価】
　汚水処理原価は，類似団体と比べ処理水量が多いことか
ら，平均値と比較して低い水準となっている。
【⑦施設利用率】
　施設利用率は，類似団体と比べ日平均と日最大の差が大
きく，処理水量の急激な増加に対応できる施設能力として
いるため，平均値と比較して低い水準になっている。
【⑧水洗化率】
　水洗化率は，広島県汚水適正処理構想に基づき，市町が
計画的に汚水処理施設の整備に取り組んでいることから，
増加している。

2. 老朽化の状況について
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①経常収支比率(％)
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【101.70】 【8.92】 【100.43】 【260.55】

【93.88】【68.03】【51.03】【0.00】

【31.52】 【0.91】 【1.84】


